
仮想化ソフトウェアの変更

アップグレードでVMwareの更新が必要な場合にのみ、この付録の手順を実行してください。

•仮想マシンの構成タスク（1ページ）

仮想マシンの構成タスク
アップグレードするソフトウェアバージョンの要件を満たすために仮想マシンの構成を変更す

る必要がある場合、この章の手順を使用してください。

始める前に

新しいリリースの要件を満たすために仮想マシンをアップグレードする必要があるかどうかを

確認します。要件は、Cisco Collaboration Virtualizationに移動して、Unified Communications
Managerおよび IM and Presence Serviceアプリケーションリンクをクリックすると確認できま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

VMware vCenterは、Cisco Business
Editionまたは Tested Reference

VMware vCenterのインストールと構成
（3ページ）

ステップ 1

Configuration（TRC）ハードウェアから
UConUCS仕様ベースまたはサードパー
ティサーバーベースのハードウェアに

移行する場合のみ必要です。 VMware
vCenterが必要な場合は、まずそれをイ
ンストールして構成します。

VMware vCenterの使用は、UC on UCS
テスト済みリファレンス設定ハードウェ

アに Unified Communications Managerま
たは IM and Presence Serviceを展開する
場合は、任意です。
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目的コマンドまたはアクション

リリースの要件を満たす vSphere ESXi
ハイパーバイザーのバージョンをインス

トールする必要があります。

vSphere ESXiのアップグレード（3
ページ）

ステップ 2

Unified Communications Managerまたは
IM and Presence Serviceのアップグレード
を開始する前に、ESXiハイパーバイザー
をアップグレードしておくことをお勧め

します。ただし、これらのアプリケー

ションの現在インストールされている

バージョンが、新しいリリースに必要な

ESXiバージョンと互換性がない場合、
Ciscoアプリケーションをアップグレー
ドした後で、ESXiバージョンをアップ
グレードできます。

OVAファイルは、仮想マシン構成用の
定義済みテンプレート一式を提供しま

OVAテンプレートのダウンロードとイ
ンストール（4ページ）

ステップ 3

す。これらは、サポートされている容

量レベルや、必要なOS/VM/SAN連携な
どの項目をカバーしています。

この手順は省略可能です。すでに

Unified Communications Managerまたは
IM and Presence Serviceを仮想マシンで
実行しており、展開サイズを変更してい

ない場合、新しい OVAテンプレートを
ダウンロードしてインストールする必要

はありません。システムのサイズを変

更する場合、展開に適した新しいリリー

スの OVAテンプレートをダウンロード
してインストールします。

Unified Communications Managerまたは
IM and Presence Serviceの新しいリリー

仮想マシン構成の仕様の変更（5ペー
ジ）

ステップ 4

スへアップグレードする場合は、仮想マ

シン（VM）の vCPU、vRAM、vDisk座
椅子または vNICタイプを変更する際
に、次の手順を実行します。

このステップは、Unified CM OS管理イ
ンターフェイスまたは PCDアップグ
レードタスクのいずれかを使用してアッ

プグレードを実行する直接アップグレー

ドのみに行います。
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目的コマンドまたはアクション

複数のvDiskを必要とする、より大きな
仮想マシン (VM)展開に移行する場合
は、この手順を使用します。

単一から複数のvDisk仮想マシンへの移
行（6ページ）

ステップ 5

VMware vCenterのインストールと構成
VMware vCenterの使用は、UC on UCSテスト済みリファレンス設定ハードウェアに Unified
CommunicationsManagerまたは IM and Presence Serviceを展開する場合は、任意です。VMware
vCenterは、UCS仕様ベースおよびサードパーティサーバ仕様ベースのハードウェアで UCに
展開する場合に必須です。

VMware vCenterでは、パフォーマンスデータを収集することができます。アプリケーション
のインストールと設定の方法については、VMwareのドキュメントを参照してください。

手順

ステップ 1 VMware vCenterをインストールします。

ステップ 2 パフォーマンス統計で追跡する詳細レベルを設定します。統計レベルの範囲は 1から 4で、レ
ベル 4に最も多くのデータが含まれます。 UCS仕様または HP/IBM仕様ベースの展開では、
統計レベルを 4に設定する必要があります。

ステップ 3 データサイズの見積もりを表示して、すべての統計を保持するのに十分なスペースがあること
を確認します。

vSphere ESXiのアップグレード
Unified Communications Managerの新しいリリースにアップグレードするために vSphere ESXi
ハイパーバイザーを更新する必要がある場合は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、実行中の仮想マシン Unified Communications Managerをホス
トサーバから移動します:

•ホットスタンバイホストがある場合、vMotionを使用して、仮想マシンを物理サーバーか
ら別の物理サーバーに移行します。

•ホットスタンバイホストがない場合は、仮想マシンの電源を切り、別の場所にコピーしま
す。

ステップ 2 VMwareが提供するアップグレード手順を使用して、vSphere ESXiをアップグレードします。
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ステップ 3 vSphere ESXiが正常にアップグレードされたことを確認します。

ステップ 4 次のいずれかの方法で、実行中の仮想マシンUnifiedCommunicationsManagerをホストサーバー
に戻します:

•ホットスタンバイホストがある場合、vMotionを使用して、仮想マシンを物理サーバーか
ら別の物理サーバーに移行します。

•ホットスタンバイホストがない場合は、仮想マシンの電源を切り、ホストサーバーにそれ
をコピーします。

OVAテンプレートのダウンロードとインストール
OVAファイルは、仮想マシン構成用の定義済みテンプレート一式を提供します。これらは、
サポートされている容量レベルや、必要なOS/VM/SAN連携などの項目をカバーしています。
OVAファイルについての情報は、次の場所で「Unified Communications Virtualizationサイジン
グガイドライン」を検索してください https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
uc_system/virtualization/cisco-collaboration-virtualization.html。

この手順は省略可能です。すでにUnifiedCommunicationsManagerまたは IM and Presence Service
を仮想マシンで実行しており、展開サイズを変更していない場合、新しい OVAテンプレート
をダウンロードしてインストールする必要はありません。システムのサイズを変更する場合、

展開に適したサイズの OVAテンプレートをダウンロードしてインストールします。

手順

ステップ 1 お使いのリリースの OVAテンプレートを探します。

• Unified CommunicationsManagerについては、 https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/uc_system/virtualization/cisco-collaboration-virtualization.htmlに移動してトピック"Cisco
Unified Communications Managerの仮想化"を検索してください。

• IM and Presence Serviceについては、 https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
uc_system/virtualization/cisco-collaboration-virtualization.htmlに移動してトピック「Unified
CM IM and Presenceの仮想化」を検索してください。

ステップ 2 単一の OVAファイルをダウンロードするには、そのファイルの隣にある [ファイルをダウン
ロード ]ボタンをクリックします。複数のOVAファイルをダウンロードするには、ダウンロー
ドする各ファイルの隣にある [カートに追加（Add to Cart）]ボタンをクリックし、[カートを
ダウンロード（Download Cart）]リンクをクリックします。

ステップ 3 [カートをダウンロード（Download Cart）]ページで [ダウンロードを続行（Proceed with
Download）]ボタンをクリックします。

ステップ 4 [ソフトウェア使用許諾契約 ]ページの情報を読み、[同意する ]ボタンをクリックします。

ステップ 5 次のいずれかのリンクをクリックします。

•ダウンロードマネージャ (Javaが必要)
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•非 Javaダウンロードオプション

新しいブラウザウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ファイルを保存します。

• [ダウンロードマネージャ（ Download Manager）]を選択すると、[場所を選択（Select
Location）]ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する場所を指定し、[開
く（Open）]をクリックしてローカルマシンにファイルを保存します。

•非 Javaダウンロードオプションを選択した場合は、新しいブラウザウィンドウで表示さ
れる [ダウンロード ]リンクをクリックします。場所を指定し、ファイルをローカルマシ
ンに保存します

仮想マシン構成の仕様の変更

Unified CommunicationsManagerまたは IM and Presence Serviceの新しいリリースへアップグレー
ドする場合は、仮想マシン（VM）の vCPU、vRAM、vDiskまたは vNICを変更する際に、次
の手順を実行します。

VMの要件の詳細については、お使いのリリースに対応するOVAテンプレートのReadmeファ
イルを参照してください。 OVAテンプレートと要件の詳細については、 www.cisco.com go
virtualized-collaborationに移動して、トピック「ImplementingVirtualizationDeployments」を検索
してください。

始める前に

vDiskのストレージ容量を増やす必要がある場合は、事前に仮想マシン（VM）のスナップショッ
トを削除する必要があります。そうでない場合、ディスクサイズを増やすオプションはグレー

表示されます。「VMwareスナップショット」を参照してください。

手順

ステップ 1 災害復旧システム (DRS)バックアップを実行します。

ステップ 2 （任意） 9.x以前からのアップグレードで、更新アップグレードのスペース要件を満たすため
に vDiskのスペースを増やす必要がある場合は、次の COPファイルをインストールします:

ciscocm.vmware-disk-size-reallocation-<latest_version>.cop.sgn

ステップ 3 仮想マシンをシャットダウンします。

ステップ 4 必要に応じて仮想マシンの構成を変更します。

a) 新しいリリースの要件に一致するように、ゲスト OSバージョンを変更します。
b) vCPUを変更するには、vSphere Clientで変更を行います。新しいリリースの仕様に一致す
るように予約値を変更してください。
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c) vRAMを変更するには、vSphere Clientで変更を行います。新しいリリースの仕様に一致
するように予約値を変更してください。

d) vDiskの容量を増やすには、vSphere Clientを使用してストレージサイズを編集します。仮
想マシンに 2つのディスクがある場合、2つ目のディスクを拡張します。

仮想マシンを再起動すると、新しいスペースが自動的に共通パーティションに追加されま

す。

（注）

アップグレードを完了するために追加のスペースが必要な場合にのみ、ディスクサイズを

変更する必要があります。ディスクスペースの要件は、OVAテンプレートのReadmeファ
イルで指定されています。

共通パーティションにスペースを追加するためにディスクサイズを拡張しても、システム

のユーザ容量は増加しません。システムのユーザ容量を拡張する必要がある場合、単一

ディスクの仮想マシンから複数ディスクの仮想マシンに移行する必要があります。

vDiskを縮小するか、vDiskの数を変更する必要がある場合は、vDiskを再インストールす
るか、新しい vDiskをインストールする必要があります。

e) vSphere Clientで、ネットワークアダプタが VMXNET 3アダプタタイプを使用するように
構成されていることを確認します。ネットワークアダプタが別のタイプに設定されている

場合は、変更します。

vSphere Clientを使用して構成を変更する方法の詳細については、製品のユーザマニュアルを
参照してください。

ステップ 5 アップグレードを続行してから仮想マシンの電源をオンにしてください。

単一から複数の vDisk仮想マシンへの移行
複数の vDiskを必要とする、より大きな仮想マシン (VM)展開に移行する場合、次の手順を実
行します。この手順が完了したら、仮想マシン構成の仕様の変更（5ページ）を確認して、
仕様がリリースの要件に合っていることを確認する必要があります。

手順

ステップ 1 災害復旧システム (DRS)を使用して、既存の仮想マシン (VM)のバックアップを実行します。

ステップ 2 既存の VMの電源をオフにして、ネットワークから削除します。

ステップ 3 適切な OVAテンプレートを使用して、新しい VMを正しいユーザ数で展開します。

ステップ 4 新しいVM上で、同じホスト名と IPアドレスを使用して IM and Presence ServiceまたはUnified
Communications Managerの同じソフトウェアリリースを新規インストールします。

ステップ 5 新しい VMで DRS復元を実行します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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